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1.研究の目的 

 近年、多様化する価値観やライフスタイルを持つ人々が増

加し、町会・自治会など従来の地縁型コミュニティへの参加

に消極的な住民層の拡大が指摘されている。また、全国的に

少子高齢化が進行している中、都心部では人口回帰の傾向が

見られる。都心3区のひとつ、東京都港区でも近年の大規模

集合住宅開発等による定住人口の増加が続いている。しかし、

このような都心における人口増加の背景にある大規模集合

住宅はオートロック式の高い安全性確保のために匿名性の

高い暮らしをつくり、隣人の顔さえも知らない状況を生み出

している。その結果、介護や子育ての悩みを抱えこみながら

孤立する人々の存在が懸念されている。また、業務機能・商

業機能・住居機能の混在により、昼間人口と夜間人口に大き

な差が生じるのも都心特有の性質である。3機能の混在から

このような状況が顕著に表れている区として東京都港区が

挙げられる。港区は良好な住宅地が形成される一方で、全国

的に知名度の高い地域が多く、大企業の本社ビルや大規模商

業施設が建ち並んでいる。そのような特有の性質を持った都

心において、地域住民が安心・安全に集うことができる居場

所や誰もが自由に参加できる活動基盤となる施設の確保が

大変重要である。そこで、都心居住において地域住民の需要

に応じて建てられたコミュニティ施設の実態を調査し、都心

の地域施設の整備課題を明らかにすることを目的とする。 

2.調査概要 港区基本計画と施設の現状 

 本稿では、港区の基本計画から施設整備の考察と現状の施

設調査を実施する。それぞれに特色を持った「芝」「麻布」

「赤坂」「高輪」「芝浦港南」の5地区を基本行政区画域と

している港区では、地域住民の居場所や団体活動のために各

地区に区民センター・児童館・福祉会館を整備している。本

論では、2000年以降に地区ごとの必要性に応じて港区在住者

のために開設された5施設に着目する。それぞれの施設実態

を観察調査し、さらに館長（1館のみ副館長）にヒアリング

調査を実施した。 

3.港区基本計画にみる公共空間 

 港区はそれぞれに特色を持った地区特性を活かすととも

に、地域の課題を地域で解決し、区民がより身近な場所で行

政サービスを受けられることを目的として、平成18年4月よ

り「区役所・支所改革」を実施した。それに伴い「芝」「麻

布」「赤坂」「高輪」「芝浦港南」の5地区それぞれに総合

支所が設置され、地域の課題解決や情報の発信等、その地区

独自の取り組みがなされるようになった。 

「港区基本計画」は、区政のあらゆる分野における最上位計

画であり、区全体の「分野別計画」と総合支所ごとに策定し

た「地区版計画」で構成されている。平成21年度から26年度

までの6ヵ年計画で、前期（平成21~23年度）と後期（平成

24年~26年度）に区分し、3年目（平成23年度）に見直しを

行う。その計画指針には、「利用しやすさを考慮した公共公

益施設の見直し」という項目において、「既存区有施設の機

能や配置について、地区ごとの人口動態や年齢構造の変化な

どを踏まえた見直しを進めるなど、区民のニーズに対応した

公共公益施設の整備を行う」と掲げている。区の人口増加に

伴い、限られた施設をより多くの住民が利用できるよう、統

廃合や再配置を含めた見直しを進めている。その具体例とし

て、乳幼児から中高生までの幅広いニーズに対応する機能を

持った「子ども中高生プラザ」を総合支所の区域ごとに設置

することを基本計画に掲げている。現在、既に開設している

赤坂子ども中高生プラザに続く芝・高輪・麻布・港南の4地

区においても計画・設計・建設がそれぞれ進行中である。子

ども中高生プラザの建設に際し、その地区ごとに既存の児童

館や福祉会館の整備を行い、必要があれば改築移転して新し

くできる施設の有効活用を図っている。表1に示すのが、現

在各地区で決まっている整備内容である。それぞれの地区で

子ども中高生プラザを基盤として、その地区に今後必要と思

われる施設機能を複合していることがわかる。 

 今回調査を実施した施設の中で、港南中高生プラザは、新

たに四丁目公益施設が開設されるとともに閉鎖し、表1に示

す複合施設として開設される。また、あっぴぃ麻布も麻布地

区の中高生プラザ等複合施設の中に新たにできる子育てひ

ろばに移転することが決定している。その他にも現在10館あ

る児童館が、子ども中高生プラザ整備後は統廃合され6館と

なる。（図2） 

 このように、港区内の5地域全てに中高生プラザを基盤と

して、それぞれの地区に必要な地域住民のための複合施設整

備が進められている。 
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  表２ 調査施設概要 

4.施設調査結果 

 調査を実施した施設の概要を表2に示す。0~18歳までの子

どもを対象とした大型児童施設と、0~3歳までの乳幼児とそ

の保護者を対象とした子育て支援施設に分けられる。また、

5施設全てが指定管理者に運営を委託している。 

１）赤坂子ども中高生プラザ 

①開設の背景 平成5年に少子化の影響により廃校となった

旧氷川小学校の活用として、港区立中高生プラザ条例に基づ

き、0~18歳までの子どもとその保護者が利用できる赤坂子

ども中高生プラザ（以下、プラザ）と、特別養護老人ホーム

及び高齢者住宅サービスセンターを開設した。赤坂地区は企

業の本社が多く立ち並ぶ業務機能と青山や六本木等多くの

人が訪れる商業機能、古くからこの地に住む人々の住宅機能

が混在している。居住者にとって、安心して子どもが遊べる

場所の確保が重要であり、かつ港区5地区の中で老年人口（65

歳以上）の比率が最も大きいことから高齢者施設の整備も必

要であったと考えられる 

②空間 1階部分の半分をプラザが占め、残りは高齢者施設

となっている。共有部分はエントランスホールのみでイスと

テーブルが設置してあり、両施設の利用者が休憩・談話に利

用している様子が見られた。プラザ内は旧小学校の面影を残

し、廊下を挟んだ両側に諸室が並んでいる。アリーナとして

使用されている体育室は小学校時のまま活用されている。ス

タジオのみ要予約室となっており、中高生のバンドやダンス

練習、高齢者の方の生け花教室に使用されている。ラウンジ

のみ飲食可で、異年齢の児童や保護者間の交流が見られる。 

③活動 各部屋の機能が明確なため、利用者は自由に居場所

を選択して遊ぶ様子が見られた。中高生は特にアリーナとス

タジオで多く見かけられた。高齢者施設との交流行事や中高

生向けのイベントも適宜行われている。 
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２）港南子ども中高生プラザ 

①開設の背景 港南地区周辺のマンション建設ラッシュや

港南児童館の閉鎖に伴い、都営住宅の1階に開設された。港

区内に整備されている児童館は、18歳までの子どもを利用対

象者としているものの、中高生の利用はほとんど見られない。

そこで、中高生の居場所づくりを重視し、子ども達の遊び場

と自主的な活動を支援することを目的として赤坂に続き中

高生プラザ条例に基づいてつくられた。 

②空間 都営住宅の1階に開設されたプラザと、それだけで

は中高生の十分な活動場所確保や学童クラブの人員増加に

対応できず、道路を挟んだ向かいにある幼稚園の中に分室を

開設した。テーブル・イスと乳幼児専用の絨毯敷きスペース

の両方がロビー空間にあることで、乳幼児から中高生まで幅

広い利用層の混在が見られた。中高生を意識して時間帯や専

用の部屋が設けられていた。 

③活動 中高生の居場所づくりと地域、周辺大学との連携を

意識したイベントの開催が目立つ。 

３）芝浦アイランド児童高齢者交流プラザ 

①開設の背景 芝浦4丁目の埋立地に開発された高層マンシ

ョン群が立ち並ぶ地帯に在り、一帯の街びらきに合わせて開

設された。運河に囲まれたこの地区は橋を渡らなくては他地

域へ移動できず、近くに児童館や福祉会館もない。島面積も

限られていることから子どもと高齢者の複合施設となった。 

②空間 地上4階の建物の内、1・2階がこども園、3・4階部

分が交流プラザとなっている。「集いの部屋」と「憩いの部

屋」が高齢者専用の室であり、飲食は全ての利用者が「ふれ

あいラウンジ」で行うことになっている。エレベーターや階

段が中央に配置されており、それを囲うように部屋が配置さ

れている。フロアが回遊式であることに加え、バギーや車い

すのままフロアを移動することへの配慮から廊下の幅が広

く、子どもたちが走り回る姿が多く見られた。 

③活動 利用者が自由な場所で過ごす姿が見られた。赤坂の

プラザと同様に、乳幼児・児童・中高生・高齢者それぞれに

行事を設け、時に交流イベントを実施している。 

４）あっぴぃ台場 

①開設の背景 台場地区は、商業・飲食の施設やメディア発

信の場など、年間を通して観光客が多く訪れる。居住地とし

てもマンション建設が進み、多くの世帯が住んでいるため、

ここに住む人たちにとっての安心・安全な居場所づくりが課

題となっている。周辺に児童館が1館しかなく、乳幼児とそ

の保護者が安心して過ごせる居場所をつくるため開設され

た。居住地に近い場所につくりたいという要望であったが、

場所の確保が難しく、やむを得ず商業施設内に開設すること

となった。 

②空間 通路となっていた場所に壁を立てて空間をつくっ

たため完全に閉じられた空間ではなく、同じフロア内のゲー

ムセンターの騒音問題が課題となっている。広さも限りがあ

るため、余計な備品を置かないよう心がけていた。 

③活動 0~3歳までの乳幼児を連れた保護者が訪れ、設置し

てあるおもちゃで自由に遊ぶ様子が見られた。商業施設の中

にある特徴から、買い物のついでに立ち寄る親子や、休憩の

ために1日に何度か訪れる親子もいる。 

５）あっぴぃ麻布 

①開設の背景 大使館が多く存在する港区の中でも、そのほ

とんどが麻布地区に位置し、外国人居住者が多く住んでいる

ことから国際色豊かな地域である麻布地区。大規模開発が行

われ商業施設が建ち並ぶ街並と自然豊かな居住地域が共存

している地域である。子育てをする世帯も多く、児童館とは

別に乳幼児が安心・安全に遊べる場としてつくられた。 

②空間 スーパーだった建物を改装してつくられた。 

1階に受付と子育てひろば、2階がスタッフの事務所となって

いる。防犯対策のため、入り口は2重のガラスドアとオート

ロック式で、利用者はチャイムを鳴らして施錠を解除しても

らってから入るシステムとなっている。 

③活動 乳幼児と保護者が自由に遊んだり休んだりしてい

る。遊具や絵本も設置してあり好きな物で遊ぶ様子が見られ

た。また、大人のために地域の情報や子育て資料等も多く置

かれており、情報交換の場にもなっていた。 

5.施設調査結果の考察 

 施設ヒアリング調査から得られたことを図3に示す。ここ

で①運営②空間③活動について考察する。 

①運営 区から職員を派遣して運営している児童館と違い、

指定管理者により開館時間の延長と土日の開館が利用者に

とってのメリットとして挙げられる。中高生の利用を意識し

た開館時間といえる。また、それぞれに経験豊かなスタッフ

が、ノウハウを持って運営していることで利用者のニーズに

適切に応えている。 

②空間 大型児童施設に類する中高生プラザはこれまで小

学生の利用が多くを占めていた児童館に対し、大きな体育室

やバンド・ダンスのグループ練習が可能な防音設備を整えた

スタジオなど中高生の利用を意識した室構成となっている。

乳幼児や小学生、保護者にとっては安心・安全に遊ぶことが

できる場、高齢者にとってはゆっくりと過ごす居場所と若い

世代との交流を図る場の両方が必要である。乳幼児・小学

生・中高生・高齢者と全世代を対象としている施設では各世

代のベースとなる室と、異世代が混在できる空間とを分けて

設置することが重要であることがわかった。 

以上の施設調査より、得られたことを以下にまとめる。 

(１)予約を必要としない室で構成されていることで、サーク

ル等に所属していない子どもや新規に移り住んできた親子

が訪れやすく、地域の拠点と成りうる。 

(２)幅広い世代を対象としていることで子どもが成長して

いく段階においても継続的な施設利用が期待できる。 

(３)都心で孤立しがちな乳幼児と親たちに安心・安全な居 
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上図３ ヒアリング調査まとめ 下表３ 児童施設利用状況（人） 

場所を提供している。 

6.地域住民のニーズ 

 都心においてどのような施設需要があるか人口推移から

考察する。新規住民の流入により、定住人口の増加が続いて

いる港区では図4を見てもわかるように、0~4歳の年少人口

と子育て世代の30~40代後半の生産年齢人口の伸びが顕著

である。地域住民のための施設もそれらのニーズに対応した

空間・運営が求められている。3章で述べたように老朽化が

目立つ児童館を廃止し、新たな児童施設や子育てひろばなど

の整備に力を入れている背景には、このような人口の増加傾

向が影響していると考えられる。 

 表3は平成21年度の児童施設利用者状況である。施設名に

網掛けをしている4館は中高生プラザ建設に伴い、廃止が決

定している。また、全体の利用状況を児童館と比較してみる

と、赤坂子ども中高生プラザ・港南子ども中高生プラザ・芝

浦アイランド児童高齢者交流プラザの3館は中高生の利用者

数が圧倒的に多い。児童館の年間中高生利用者数の平均が

1138人に対し、3館の中高生利用者平均は6429人と約5.6倍で

ある。今回の施設調査において、それら3施設は中高生の利

用を意識した運営・空間への配慮がなされており、その成果 

が利用者数として表れているといえる。 

 小規模な児童館ではなく、大型児童施設としての子ども中

上図４ 港区世代別人口推移 

高生プラザと他の施設を複合することで、今後さらに住民利

用の増加が期待できる。 

7.まとめ 

 本論の考察より得られたことを以下にまとめる。 

(１)都心では中高生の居場所づくりが課題となっている。 

(２)新規住民の多い都心では室の予約が不要であり個人で

気軽に利用できる施設が重要である。 

(３)子ども中高生プラザを基盤とし、各地区のニーズに合っ

た施設をこれに複合することで全世代に対応した地域住民

の居場所づくりが可能になる。 

 今後、都心の施設整備モデルをさらに探査し、都心におけ 

るコミュニティ施設の整備方法を明らかにしたい。 
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運営

外で遊ぶ空間が不足
土や緑と触れ合う場の確保
周辺環境との騒音問題

基本は利用者の自由遊び

交流を図る活動の開催

指定管理制度の期限

長期計画が立てにくい

経験豊かなスタッフ
児童館より安心・安全

乳幼児の専用空間 情報収集の場

悩み相談の場

世代ごとのベースとなる空間 世代間交流イベント

地域を巻き込む活動
周辺大学との連携

中高生の委員会

0～18歳までの子どもの遊び場

中高生の居場所づくり

体育室やスタジオ設置

指定管理者制度

開館時間の延長
土日の開館

利用者増加

経験豊かなノウハウ

イベントの充実

共通 （５年）

空間 活動
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